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FEATURE STORY 1

ちかけんの三城賢士（左）
と池田親生
� （写真・柿元 望見）

ちかけんがプロデュース
した「竹あかり」

竹
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

「
竹
」は
伝
統
的
に
日
本
人
の
暮
ら
し
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

だ
が
、
高
度
成
長
期
に
多
く
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
に
代
替
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
存
在
感
は
薄
れ
た
。「
放
置
竹
林
」の
増
加
で
、
里
山
の
生
態
系

も
乱
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
竹
は
日
本
に
と
っ
て
豊
富
な
資
源
で
も
あ
る

こ
と
は
変
わ
り
な
い
。
忘
れ
ら
れ
た
竹
に
再
び
付
加
価
値
を
見
出
す
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、
実
は
日
本
の
各
地
で
進
ん
で
い
る
。

�

（
オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森  

摂
、
同
副
編
集
長
・
吉
田 

広
子
）地元の建設業者社長らと現場視察をする佐藤南関町長（左端）
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熊
本
県
の
最
北
部
に
あ
る
南な
ん

関か
ん

町
。
平
家
物
語
に
も
記
述
が
あ
る

筑
後
・
肥
後
の
国
境「
大
津
山
の

関
」で
も
知
ら
れ
る
。
九
州
新
幹

線
や
九
州
自
動
車
道
が
通
り
、
荏

原
製
作
所
や
ア
イ
シ
ン
高
丘
な
ど

の
工
場
も
あ
る
が
、
町
の
面
積
の

５
割
は
森
林
で
、
の
ど
か
な
里
山

の
風
景
が
広
が
る
。

一
本
の
竹
が
14
万
円
に

　

こ
の
町
で
い
ま
、「
バ
ン
ブ
ー

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
」が
進
ん
で

い
る
。
町
内
に
豊
富
な
竹
を
伐
採

し
、
幹
材
は
、
建
築
用
ボ
ー
ド

「
ナ
ン
カ
ン
ボ
ー
ド
」
や
家
具
な

ど
に
も
使
え
る
竹
の
集
成
材

「B
am
W
ood

」に
、
表
皮
は
抗
菌

効
果
が
あ
る
パ
ウ
ダ
ー
と
し
て
商

品
化
す
る
。

　

さ
ら
に
は
、
竹
の
枝
葉
や
チ
ッ

プ
を
、
木
材
の
表
皮（
バ
ー
ク
）と

混
ぜ
て
ボ
イ
ラ
ー
で
燃
焼
し
、
一

部
は
新
電
力
会
社（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
と

し
て
売
電
し
、
一
部
は
竹
ボ
ー
ド

や
竹
集
成
材
の
工
場
で
排
熱
と
し

て
利
用
す
る
。
排
熱
利
用
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ま
で
の
重
油
コ
ス
ト
を

半
減
で
き
る
見
込
み
だ
。

　

今
ま
で
の
竹
関
連
産
業
で
は
、

１
本
の
竹（
15
㍍
）が
生
み
出
す
価

値
は
５
４
０
０
円
程
度
だ
っ
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
原
料
と
し
て

燃
や
し
て
も
、
同
じ
15
㍍
の
竹
が

生
み
出
す
売
電
額
は
１
２
０
０
円

程
度
に
し
か
な
ら
な
い
。

　

今
回
の
南
関
町
の
取
り
組
み

は
、
こ
れ
を
表
皮
や
幹
材
、
先
端

部
と
す
べ
て
有
効
利
用
す
る
こ
と

で
１
本
の
竹
が
生
み
出
す
価
値
は

約
14
万
円
に
達
す
る
計
画
だ
と
い

う
。さ
ら
に
こ
れ
に
売
電
収
入
や
、

排
熱
利
用
の
付
加
価
値
も
生
ま
れ

る
。
い
わ
ば
竹
の「
カ
ス
ケ
ー
ド

（
多
段
的
）利
用
」だ
。

　

仕
掛
け
人
は
、
南
関
町
長
の
佐

藤
安
彦
、
丸
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス（
熊
本
県
玉
名
市
）社
長
の
山

田
浩
之
、
そ
し
て
竹
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
、
タ
ケ
ッ
ク
ス
・

ラ
ボ（
大
阪
府
吹
田
市
）社
長
の

岡
田
久く

幸み

の
３
人
だ
。

　

町
長
の
佐
藤
は
、「
南
関
町
で

は
竹
林
が
増
え
過
ぎ
て
、
山
が
荒

れ
た
。
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の

鳥
獣
被
害
も
深
刻
だ
。
山
の
再
生

を
し
た
い
と
前
か
ら
思
っ
て
い
た

が
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

町
に
豊
富
な
竹
を
有
効
利
用
で

き
、
渡
り
に
船
だ
」と
期
待
す
る
。

　

丸
光
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、

建
設
業
、
運
送
業
、
廃
棄
物
処
理

業
な
ど
を
幅
広
く
営
む
地
元
企
業

だ
。
建
設
業
は
公
共
事
業
の
減
少

で
先
細
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
新
し

い
事
業
開
発
を
目
指
す
。
山
田
は

新
会
社
バ
ン
ブ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

の
社
長
に
も
就
任
し
た
。

地
元
の
自
然
資
源
生
か
す

　

山
田
は「
２
０
１
２
年
秋
か
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
を
始
め

た
。地
元
の
竹
の
成
分
調
査
を
し
、

こ
れ
ら
か
ら
良
い
表
皮
が
取
れ
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
向
い
て
い
る
と
分

か
っ
た
。
地
域
循
環
型
で
、
地
元

の
自
然
資
源
を
活
か
し
た
ビ
ジ
ネ

ス
に
し
た
い
」と
期
待
を
込
め
る
。

竹のイノベーション

「
厄
介
者
」を
価
値
に
変
え
る

エネルギーコスト
重油（50円/㍑）

排熱利用により
エネルギーコストが
２分の１に低減

バンブーフロンティア株式会社 バンブーエナジー株式会社

バンブーマテリアル株式会社

竹林所有者との協定　近隣自治体との広域連携協定

↑
2m幹材
↓

↑
2m幹材
↓

↑
2m幹材
↓

↑
2m幹材
↓

コジェネレーションの確立によるバイオマス
エネルギーの効率化・化石燃料の移入を削減

前線
基地

広域
連携

自社部隊に
よる伐採

バーク

枝葉
チップ

チップ

解繊材

表皮

新たな雇用
直接雇用
10人

新たな雇用
直接雇用
10人

幹材

未利用竹資源の利活用

エネルギー工場

効率
80％

熱の
有効利用

売電

灰利用

排熱利用

効率
20％

収益力向上

エネルギーコスト削減

ナンカンボード工場

BamWood工場

機能性製剤工場

新たな雇用
直接雇用
８人

新たな雇用
直接雇用
50人

バンブーフロンティア構想

新たな雇用
間接雇用
推定50人

原竹の買い取り



FEB. 2016 NO.43 16

　

そ
の
言
葉
通
り
、
南
関
町
内
だ

け
で
４
０
０
㌶
の
竹
林
が
あ
る
。

年
間
３
万
４
千
㌧
を
見
込
む
原
料

竹
の
う
ち
、
２
万
１
千
㌧
を
町
内

で
伐
採
し
、
残
り
の
１
万
３
千
㌧

は
熊
本
県
北
の
市
町
村
や
福
岡
県

み
や
ま
市
な
ど
近
隣
か
ら
調
達
す

る
。５
年
後
の
フ
ル
操
業
時
に
は
、

竹
の
調
達
は
６
万
㌧
に
な
る
見
込

み
だ
。

里
山
資
本
主
義
の
代
表
例
に

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
竹
の
加

工
工
場
、製
材
工
場
、エ
ネ
ル
ギ
ー

工
場
の
３
つ
が
稼
働
す
る
。
総
投

資
額
は
40
億
円
以
上
、
５
年
後
の

売
上
高
も
40
億
円
以
上
と
な
る
計

画
だ
。
ま
ず
２
０
１
６
年
２
月
に

竹
の
第
一
次
加
工
工
場
が
着
工
す

る
。
投
資
額
の
う
ち
５
千
万
円
は

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
調

達
す
る
。

　

町
長
の
佐
藤
は「
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
、
南
関
モ

デ
ル
と
し
て
全
国
に
広
げ
て
い
き

た
い
。
里
山
資
本
主
義
の
代
表
例

に
し
た
い
」と
意
気
込
む
。

　

町
は
消
滅
可
能
都
市
に
分
類
さ

れ
た
が
、
同
町
で
の
就
学
児
童
数

は
５
年
連
続
で
増
加
し
て
い
る
と

い
う
。「
産
業
と
環
境
が
成
り
立

つ
町
に
し
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
人

口
も
増
え
て
い
く
」と
佐
藤
は
夢

を
描
く
。

　

竹
林
は
、
こ
れ
ま
で
邪
魔
者
扱

い
さ
れ
て
き
た
。
２
カ
月
で
10
㍍

も
伸
び
る
ほ
ど
成
長
が
早
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
密
な
空
間
が
出

来
上
が
る
。
そ
う
な
る
と
、
な
か

な
か
人
の
手
を
入
れ
に
く
い
。
栄

養
分
の
再
生
が
で
き

ず
、
生
物
多
様
性
も
損

な
わ
れ
る
。
し
か
も
温

暖
化
で
荒
廃
竹
林
が

ど
ん
ど
ん
北
上
し
て
い

る
と
い
う
。

　

ひ
と
昔
前
な
ら
竹
の

カ
ゴ
や
ザ
ル
は
ど
の
家

庭
に
も
あ
り
、
こ
れ
ら

竹
製
品
は
多
く
流
通
し

て
い
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
の
石
油
製
品
に
取
っ

て
替
え
ら
れ
た
。
中
国

な
ど
海
外
か
ら
の
安
価

な
竹
製
品
も
日
本
の
竹

を
市
場
外
に
押
し
や
っ

た
。
そ
れ
と
と
も
に
市

民
や
住
民
の
関
心
も
下

が
り
、
竹
は
文
字
通
り

の
厄
介
者
に
成
り
下
が
っ
た
。

「
そ
れ
で
も
竹
林
は
宝
の
山
だ
」

と
話
す
の
は
、
南
関
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
青
写
真
を
書
い
た
タ
ケ
ッ
ク

ス
・
ラ
ボ
社
長
の
岡
田
だ
。

　

竹
の
表
皮
に
は
、
カ
ビ
や
細
菌

の
増
殖
を
防
ぐ
ベ
ン
ゾ
キ
ノ
ン
が

豊
富
に
含
ま
れ
、
表
皮
か
ら
抽
出

し
た
竹
の
有
効
成
分
を
原
料
と
す

る
製
品
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、 

食
品
の
賞
味
期
限
を
伸
ば
せ

る
と
い
う
。
同
社
は
20
年
以
上
前

か
ら
竹
の
抗
菌
機
能
に
着
目
し
、

製
品
化
を
進
め
て
き
た
。

　

竹
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
能
力
は
、
木

材
の
４
倍
あ
る
と
い
う
。し
か
し
、

京
都
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
森
林
と

違
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
源
と
し
て
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
た
め
、
国
家
単

位
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
は

計
算
上
、
寄
与
で
き
て
い
な
い
。

も
っ
た
い
な
い
話
で
あ
り
、
制
度

を
変
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
竹
林
整
備

　

荒
廃
竹
林
の
景
観
上
の
マ
イ
ナ

ス
を
、
プ
ラ
ス
に
変
え
る
試
み
も

各
地
で
始
ま
っ
た
。
京
都
府
長
岡

京
市
で
は
、
管
理
が
で
き
な
く
な

り
荒
れ
て
い
た
竹
林
を
観
光
協
会

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
整
備

し
、
今
で
は「
日
本
で
一
番
美
し

い
竹
林
」と
し
て
同
市
の
有
力
な

観
光
資
源
に
な
っ
た
。

　

京
都
府
向む
こ
う日
市
の「
竹
の
径み
ち

」で

は
、
竹
筒
に
入
れ
た
水
に
ろ
う
そ

く
を
浮
か
べ
た「
竹
行あ
ん

灯ど
ん

」

４
５
０
０
本
に
並
べ
る「
竹
の
径
・

か
ぐ
や
の
夕
べ
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト

を
毎
年
10
月
に
開
催
し
て
い
る
。

　

森
林
総
合
研
究
所
関
西
支
所
・

地
域
研
究
監
の
鳥
居
厚
志
は
、
有

志
ら
と「
竹
林
景
観
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
結
成
し
、
啓
発
セ
ミ
ナ
ー

や
イ
ベ
ン
ト
を
精
力
的
に
開
い
て

い
る
。
鳥
居
は「
竹
林
の
問
題
は
、

林
業
と
全
く
同
じ
。
人
が
手
を
入

れ
な
い
、
お
金
も
入
ら
な
い
、
欲

し
か
っ
た
ら
外
国
か
ら
入
れ
る
。

そ
の
悪
循
環
だ
。
各
地
の
成
功
事

例
を
共
有
し
、
地
道
に
取
り
組
む

し
か
な
い
」と
指
摘
す
る
。

◆

　

本
特
集
で
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降

で
さ
ま
ざ
ま
な「
竹
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」を
取
り
上
げ
る
。
そ
の

中
か
ら
次
世
代
に
つ
な
が
る
成
功

事
例
が
生
ま
れ
れ
ば
、
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
に
一
歩
近
づ
く
だ

ろ
う
。

　

エ
ジ
ソ
ン
が
電
球
を
開
発
で
き

た
の
も
、
偶
然
、
机
の
上
に
あ
っ
た

扇
子
の
竹
を
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
に

使
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
、世
界
中

の
竹
１
２
０
０
種
の
中
か
ら
選
ん

だ
京
都
・
八
幡
の
竹
な
し
で
は
量

産
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
日
本
に
起
こ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

＝
文
中
敬
称
略

京
都
府
向
日
市
北
西
部
に
あ
る「
竹
の
径
」。
景
観
保
全
の
た

め
、
1.8
㌔
㍍
に
お
よ
ぶ
竹
林
道
を
２
０
０
０
年
度
か
ら
整
備

し
た
。
毎
年
10
月
に
は
、
約
４
５
０
０
本
に
灯
り
を
と
も
し

竹
林
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト「
竹
の
径
・
か
ぐ
や
の
夕
べ
」が
開
か

れ
て
い
る

FEATURE STORY 1
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きぬもと・たろう
1975年、大阪市生まれ。
2003年、同志社大学大
学院工学研究科工業化学
専攻博士前期課程修了。
2006年、京都大学大学
院工学研究科物資エネル
ギー化学専攻博士後期課
程修了、博士（工学）を取得。

　

私
は
２
０
０
７
年
に
大
分
大
学

に
赴
任
し
、
竹
が
生
物
多
様
性
の

低
下
や
環
境
問
題
の
原
因
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
何
か
の
役
に
立
て

な
い
か
と
考
え
て
い
た
。
元
々
、

私
は
化
学
の
中
で
も「
電
気
化
学
」

と
い
う
学
問
が
専
門
で
、
学
生
時

代
か
ら
研
究
し
て
き
た
テ
ー
マ
の

一
つ
が「
燃
料
電
池
」だ
っ
た
。

　

燃
料
電
池
は
、
水
素
と
酸
素
を

使
っ
て
発
電
し
、
発
電
に
よ
る
排

出
物
は
水
だ
け
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
高
い
ク
リ
ー
ン
な
発
電
機

だ
。

　

こ
の
燃
料
電
池
に
は
、
水
素
や

酸
素
の
よ
う
な
気
体
を
使
用
す
る

こ
と
か
ら
、
ガ
ス
を
化
学
反
応
が

起
こ
る
場
所
に
拡
散
さ
せ
る
た
め

の「
ガ
ス
拡
散
層
」が
必
要
だ
。
現

時
点
で
は
、
化
石
資
源
由
来
の
炭

素
繊
維
製
不
織
布
が
使
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
世
界
的
に
は
資
源

が
枯
渇
し
、
価
格
が
上
昇
し
て
い

る
な
か
で
日
本
は
輸
入
に
依
存
し

て
い
る
。
燃
料
電
池
の
持
続
可
能

性
を
考
え
る
と
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ブ
で
豊
富
な
原
料
の
探
索
が
必
要

だ
が
、
世
界
的
に
見
て
も
そ
の
研

究
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
。

　

竹
害
問
題
と
ガ
ス
拡
散
層
の
問

題

│
。こ
の
２
つ
が
結
び
つ
き
、

２
０
１
２
年
に
環
境
省
の
助
成
金

を
得
て
、
本
格
的
に「
竹
か
ら
繊

維
を
取
り
出
し
、
シ
ー
ト
状
に
成

型
し
て
炭
化
さ
せ
て
固
体
高
分
子

形
燃
料
電
池
の
ガ
ス
拡
散
層
に
使

用
す
る
」研
究
を
始
め
た
。

　

竹
を
繊
維
に
す
る
た
め
に
は
、

内
外
皮
を
剥
い
て
身
竹
と
し
、
そ

れ
を
押
し
潰
す
こ
と
が
必
要
だ

が
、
成
竹
で
は
な
か
な
か
う
ま
く

行
か
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
テ

レ
ビ
番
組
で
全
国
放
送
さ
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
金
型
加
工
製

造
業
の
シ
ル
バ
ー
ロ
イ
販
売（
大

阪
府
大
東
市
）と
知
り
合
っ
た
。

　

化
学
と
機
械
、
学
と
産
の
縁
が

で
き
、
竹
の
内
外
皮
を
剥
く
機
械

と
押
し
潰
す
圧
搾
機
を
共
同
で
開

発
し
、
市
販
の
電
気
圧
力
鍋
と
電

動
ミ
キ
サ
ー
で
成
竹
か
ら
竹
繊
維

を
作
製
す
る
と
い
う
、
簡
単
で
安

全
な
製
造
方
法
を
確
立
し
た
。
こ

の
よ
う
に
技
術
的
な
壁
を
突
破
し

て
、
成
竹
を
原
料
に
ガ
ス
拡
散
層

を
作
製
し
、
発
電
に
成
功
し
た
。

　

論
文
の
段
階
で
は
、
炭
素
繊
維

製
不
織
布
に
対
し
て
80
％
程
度
の

出
力
だ
っ
た
が
、
工
夫
し
て
92
％

に
ま
で
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

あ
と
８
％
の
出
力
差
を
埋
め
る
た

め
の
研
究
を
進
め
、
技
術
移
転
を

２
０
２
０
年
ま
で
に
目
指
し
た
い
。

　

そ
の
社
会
実
装
に
は
、
コ
ス
ト

の
低
減
も
必
要
だ
。現
時
点
で
は
、

竹
を
原
料
と
す
る
場
合
の
コ
ス
ト

竹
で
燃
料
電
池
開
発

地
域
振
興
の
効
果
も

衣
本 

太
郎 

大
分
大
学
工
学
部
応
用
化
学
科　

助
教
／
博
士（
工
学
）

は
、
人
件
費
を
除
い
て
、
炭
素
繊

維
製
不
織
布
に
比
べ
て
20
分
の
１

に
ま
で
抑
え
ら
れ
る
と
試
算
し
て

い
る
。
た
だ
、
竹
の
伐
採
は
機
械

化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
人
が
伐

採
作
業
を
負
う
こ
と
に
な
り
、
ま

た
、
持
続
可
能
資
源
と
し
て
考
え

る
場
合
、
専
門
家
の
管
理
の
下
で

作
業
を
行
う
必
要
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
竹
は
嵩
高
い
の
で
、

運
搬
に
も
コ
ス
ト
が
掛
か
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
を
抑
え

る
手
段
と
し
て
、竹
繊
維
の「
オ
ン

サ
イ
ト
製
造
」が
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
竹
林
は
都
市
部
で

は
な
く
概
ね
山
あ
い
の
過
疎
高
齢

化
地
域
に
あ
る
。
過
疎
高
齢
化
地

域
で
は
、
人
口
減
と
高
齢
化
に
と

も
な
い
竹
林
の
整
備
が
滞
り
が
ち

だ
。
そ
う
す
る
と
竹
林
は
拡
大
し
、

産
業
も
な
い
こ
と
も
相
ま
っ
て
、人

口
が
さ
ら
に
減
少
す
る
と
い
う
悪

循
環
が
引
き
起
こ
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
は
社
会
構
造
的
な
問
題
だ
。

　

一
方
、
竹
は
地
下
茎
で
各
稈
が

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
密

集
し
や
す
い
と
い
う
特
長
が
あ

る
。
例
え
ば
、
竹
林
が
密
集
し
て

い
る
集
落
に
竹
加
工
所
を
設
け
、

私
が
確
立
し
た
方
法
で
竹
繊
維
を

製
造
す
る
と
、
嵩
が
激
減
す
る
の

で
運
搬
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
ガ
ス
拡
散
層
と
す
る
場

合
に
は
、
炭
化
工
場
に
運
ん
で
、

炭
化
す
れ
ば
良
い
の
だ
。
こ
の
よ

う
な
竹
繊
維
の
オ
ン
サ
イ
ト
製
造

［ 寄 稿 ］

竹のイノベーション

が
で
き
る
と
、
集
落
に
産
業
を
も

た
ら
す
だ
ろ
う
。

　

竹
の
推
定
資
源
量
は
、
日
本
で

17
万
㌶
、世
界
的
に
は
２
２
０
０
万

㌶
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で

４
年
を
伐
採
サ
イ
ク
ル
と
す
る
と
、

１
年
あ
た
り
２
千
㌔
㌧
の
資
源
量

と
見
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

２
０
３
０
年
の
燃
料
電
池
普
及
目

標
か
ら
、研
究
し
て
い
る
固
体
高
分

子
形
燃
料
電
池
の
ガ
ス
拡
散
層
と

し
て
必
要
な
竹
の
量
は
、１
年
あ
た

り
４
４
０
０
㌔
㌧
に
も
な
り
、
こ
れ

は
日
本
の
資
源
量
以
上
だ
。

　

竹
を
、
ロ
ー
テ
ク
を
駆
使
し
て

燃
料
電
池
と
い
う
ハ
イ
テ
ク
技
術

に
用
い
る
研
究
に
は
、
竹
の
二
酸

化
炭
素
固
定
化
能
を
活
か
し
、
二

酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
発
電
に
使

う
と
い
う
カ
ー
ボ
ン
リ
ダ
ク
シ
ョ
ン

的
な
意
義
、
竹
林
が
密
集
す
る
高

齢
過
疎
地
域
で
の
産
業
の
新
興
と

そ
れ
に
よ
る
社
会
問
題
の
改
善
、

そ
し
て
、
竹
林
整
備
に
よ
る
生
物

多
様
性
の
確
保
と
生
活
環
境
の
改

善
な
ど
い
く
つ
か
の
意
義
と
効
果

が
期
待
で
き
る
。
技
術
的
な
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
社
会
問
題
の
改

善
も
含
め
た
視
点
で
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
。


